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(57)【要約】
タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバに関し、タイヤの一部であるか、またはタイ
ヤウォールに隣接しているか、または車輪の一部であって、一端で媒質吐出点に接続され
るとともに、他端で媒質源に接続されている。
【選択図】図３．２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバであって、一端で媒質吐出点に接続される
とともに、他端で媒質源に接続されており、
　当該チャンバ（Ｋ）および／またはそのキャリアの壁の少なくとも一部を横切って、フ
ァイバが０．００１～２００ｍｍの間隔で設けられている
　ことを特徴とするチャンバ。
【請求項２】
　前記ファイバは、当該チャンバ（Ｋ）の前記壁同士を連結、および／もしくは当該チャ
ンバ（Ｋ）の前記壁を当該チャンバ（Ｋ）の前記キャリアに連結し、さらに／または、前
記ファイバは、当該チャンバ（Ｋ）の前記キャリアおよび／もしくはインナチューブ（Ｄ
）に配置されている
　請求項１に記載のチャンバ。
【請求項３】
　前記媒質吐出点および／または前記媒質源は、タイヤ（Ｐ）の内部、ならびに／または
前記タイヤ（Ｐ）の外部環境、ならびに／またはリザーバ、ならびに／またはインナチュ
ーブ（Ｄ）、ならびに／または弁および／もしくはレギュレータの内部である
　請求項１または２に記載のチャンバ。
【請求項４】
　前記媒質は、空気、窒素、もしくは他のガス、または混合ガスのいずれかである
　請求項１ないし３のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５】
　前記ファイバは、当該チャンバ（Ｋ）の相対する壁を接続している
　請求項１ないし４のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項６】
　前記ファイバは、当該チャンバ（Ｋ）の内径の壁を当該チャンバ（Ｋ）の外径の壁に相
互接続している
　請求項１ないし５のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項７】
　前記ファイバは、互いに平行に配置されている
　請求項１ないし６のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項８】
　前記ファイバは、パターンおよび／もしくは多角形パターンを形成しており、さらに／
または、それらは交差している
　請求項１ないし７のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項９】
　前記ファイバは、斜めである
　請求項１ないし８のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１０】
　前記ファイバは、波状および／または弾性である
　請求項１ないし９のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１１】
　当該チャンバの前記キャリアは、タイヤおよび／またはインナチューブ（Ｄ）および／
または付帯構造物である
　請求項１ないし１０のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１２】
　当該チャンバは、前記ファイバによって前記キャリアに接続されている
　請求項１１に記載のチャンバ。
【請求項１３】
　前記ファイバは、当該チャンバ（Ｋ）のブリッジ（Ｗ）の機能、および／またはタイヤ
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（Ｐ）の機能、および／またはインナチューブ（Ｄ）の機能、および／または前記タイヤ
の変形荷重が当該チャンバ（Ｋ）にかかる影響以外で当該チャンバ（Ｋ）がつぶれること
を防ぐ付帯構造物の機能を構成している
　請求項１ないし１２のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１４】
　実際の当該チャンバの下に、および／または当該チャンバの一部として、当該チャンバ
が下からのインナチューブ自体の圧力によって閉じることを防ぐベルトが設けられている
　請求項１ないし１３のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１５】
　前記ベルトは、ファイバを含んでいる
　請求項１４に記載のチャンバ。
【請求項１６】
　当該チャンバは、当該チャンバの両サイドに定着されたブリッジを備え、これにより、
当該チャンバは、広がらないように保護されている
　請求項１ないし１５のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１７】
　タイヤは、弾性材料で構成されたインナチューブを備え、それの少なくとも一部におい
て、亀裂伝播を食い止めるためのファイバのパターンが設けられている
　請求項１ないし１６のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１８】
　当該チャンバ（Ｋ）および／またはそのキャリアは、少なくとも部分的に、亀裂伝播を
食い止めるためのグリッドで覆われている
　請求項１ないし１７のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項１９】
　ブリッジ、および／またはベルト、および／または亀裂伝播を食い止めるためのパター
ン、および／またはグリッドは、ファイバで構成されている
　請求項１ないし１８のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項２０】
　前記ファイバは、織物および／または金属および／またはプラスチックおよび／または
天然繊維および／または合成繊維および／またはナノファイバである
　請求項１ないし１９のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項２１】
　当該チャンバおよび／または当該チャンバの前記キャリアは、当該チャンバ（Ｋ）およ
び／またはそのキャリアの膨張を可能とするのに十分な、波状および／または弾性のファ
イバに接続されている
　請求項１ないし２０のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項２２】
　当該チャンバは、少なくとも部分的に、別の材料の層によってタイヤ材料から分離され
た区域かつ／または別個の着脱ユニット内に位置する区域に配置されている
　請求項１ないし２１のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項２３】
　別の材料の前記層は、ファイバ、ファブリック、および／またはフィルム、および／ま
たは他の形態のセパレータで構成されている
　請求項２２に記載のチャンバ。
【請求項２４】
　当該チャンバは、車両および／または他の機械および／または定置式の装置を含めた装
置のいずれかのための、車輪としての目的のものである
　請求項１ないし２３のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項２５】
　ファイバを備える
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　ことを特徴とするインナチューブ。
【請求項２６】
　前記ファイバは、平行および／もしくは斜めおよび／もしくは波状および／もしくは弾
性であり、かつ／またはパターンおよび／もしくは多角形を形成している
　請求項２５に記載のインナチューブ。
【請求項２７】
　請求項１ないし２６のいずれかに記載のチャンバ（Ｋ）および／または再膨張装置およ
び／または他の装置に接続されている
　請求項２５または２６に記載のインナチューブ。
【請求項２８】
　非弾性および／または非弾力性および／または塑性の材料を使用して製造される
　ことを特徴とするインナチューブ。
【請求項２９】
　請求項１ないし２８のいずれかに記載のチャンバ（Ｋ）および／または再膨張装置およ
び／または他の装置に接続されている
　請求項２８に記載のインナチューブ。
【請求項３０】
　インナチューブであって、弁を備え、これにより、当該インナチューブの内部をその周
囲から気密シールすることに加えて、さらに、当該インナチューブと、タイヤおよびリム
によって形成される空洞との間の空間をその外部環境から封止する
　ことを特徴とするインナチューブ。
【請求項３１】
　弁、リム、タイヤ、および／または車輪の他の部分に、当該インナチューブと前記タイ
ヤおよび前記リムとの間の空間の通気を可能とする出口を備える
　請求項１ないし３０のいずれかに記載のインナチューブおよび／またはチャンバ。
【請求項３２】
　請求項１ないし３１のいずれかに記載のチャンバ（Ｋ）および／または再膨張装置およ
び／または他の装置に接続されている
　請求項３０または３１に記載のインナチューブ。
【請求項３３】
　タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバであって、タイヤの一部であるか、または
タイヤウォールに隣接しているか、または車輪の一部であって、一端で媒質吐出点に接続
されるとともに、他端で媒質源に接続されており、
　当該チャンバ（Ｋ）は、タイヤ材料から機械的に分離された領域に配置されている
　ことを特徴とするチャンバ。
【請求項３４】
　当該チャンバ（Ｋ）を備えた領域は、亀裂伝播を阻止するための仕切りによってタイヤ
材料から分離されている
　請求項１ないし３３のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項３５】
　当該チャンバ（Ｋ）が配置された部分は、タイヤ材料から物理的に分離された独立の構
成要素である
　請求項１ないし３４のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項３６】
　当該チャンバ（Ｋ）を備えた部分は、ビードに隣接して、タイヤ（Ｐ）のウォール内に
配置されている
　請求項１ないし３５のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項３７】
　当該チャンバ（Ｋ）を備えた部分は、タイヤ（Ｐ）のウォールと、リム（Ｒ）、ハブキ
ャップ、または前記リム（Ｒ）もしくは前記ハブキャップに接続されたサポートによって



(5) JP 2017-520450 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

形成された組立体の少なくとも一部と、の間に挿入された付帯構造物内に配置されている
　請求項１ないし３６のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項３８】
　当該チャンバ（Ｋ）の付帯構造物は、リム（Ｒ）またはハブキャップまたはタイヤ（Ｐ
）のウォールに固定装着されている
　請求項１ないし３７のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項３９】
　当該チャンバ（Ｋ）と共に、付帯構造物の形状は、一方の側でタイヤ（Ｐ）のウォール
に対してそれが密接に接続するように構成される一方、他方の側でリム（Ｒ）に対してそ
れが密接に接続するように寸法構成されている
　請求項１ないし３８のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項４０】
　形状記憶を備えたチャンバで構成された、タイヤ圧調整用の装置であって、前記チャン
バは、タイヤの一部であるか、またはタイヤウォールに隣接しているか、または車輪の一
部であるか、いずれかであって、
　前記チャンバは、少なくとも１つのレギュレータと少なくとも１つの弁を備える一方、
前記チャンバ（Ｋ）は、２つの端部を有し、これらの両端部を、少なくとも１つのレギュ
レータによって閉止可能であるとともに、前記両端部の間に前記弁が配置されている
　ことを特徴とする装置。
【請求項４１】
　前記チャンバは、その相対する両端部に、媒質吐出点への少なくとも２つの閉止可能な
入口を有して、これらの間に、媒質源への少なくとも１つの入口を有する
　請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記チャンバ（Ｋ）は、その相対する両端部に、媒質源への少なくとも２つの閉止可能
な入口を有して、これらの間に、媒質吐出点への少なくとも１つの入口を有する
　請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　前記媒質吐出点への入口は、少なくとも１つの弁を備える
　請求項４１または４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記媒質源への入口は、少なくとも１つの弁を備える
　請求項４１ないし４３のいずれかに記載の装置。
【請求項４５】
　前記弁は、一方弁、二方弁、多方弁、閉止要素、電子制御要素、電子制御弁、ゲート弁
、基準圧力を有する要素、スプリング、ダイヤフラム、からなる群から選択された少なく
とも１つの要素を備え、さらに／または、選択された少なくとも１つの要素を収容してい
る
　請求項４１ないし４４のいずれかに記載の装置。
【請求項４６】
　前記レギュレータは、一方弁、二方弁、多方弁、閉止要素、電子制御要素、電子制御弁
、ゲート弁、基準圧力を有する要素、スプリング、ダイヤフラム、からなる群から選択さ
れた少なくとも１つの要素を備え、さらに／または、選択された少なくとも１つの要素を
収容している
　請求項４１ないし４５のいずれかに記載の装置。
【請求項４７】
　少なくとも１つの弁を備えた少なくとも１つのレギュレータは、双方向作動に必要な要
素を備えている
　請求項４１ないし４６のいずれかに記載の装置。
【請求項４８】
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　タイヤ（Ｐ）のウォール内で、そのビードの近くに配置されている
　請求項１ないし４７のいずれかに記載のチャンバおよび／または装置および／またはイ
ンナチューブ。
【請求項４９】
　タイヤ（Ｐ）のウォールと、リム（Ｒ）、ハブキャップ、または前記リム（Ｒ）もしく
は前記ハブキャップに接続されたサポートを含む組立体の少なくとも一部と、の間に挿入
された付帯構造物内に配置されている
　請求項１ないし４８のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５０】
　タイヤ（Ｐ）のインナチューブ上に配置されている
　請求項１ないし４９のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５１】
　前記ポンプ（Ｋ）の入力および／または出力には、最小規定容量を有する部分が設けら
れている
　請求項５または６に記載の装置。
【請求項５２】
　前記ポンプ（Ｋ）は、三方弁（Ｖ）を備え、これは、前記ポンプ（Ｋ）への供給源の入
口および前記ポンプ（Ｋ）の吐出点の入口を有し、１つの入口（Ｖ１）には弁（ＪＶ）を
備え、他の入口（Ｖ２）は前記ポンプ（Ｋ）に接続されており、最後の入口（Ｖ３）は閉
止要素（Ｒ）に接続されている
　請求項１ないし５１のいずれかに記載の装置。
【請求項５３】
　前記ポンプ（Ｋ）の内壁にリング（ＯＫ）が装着されており、このとき、タイヤ（Ｐ）
の回転軸からのその外側の距離は、前記タイヤ（Ｐ）の回転軸からの前記ポンプ（Ｋ）の
下側部分の距離の１～１．１倍に等しい
　請求項１ないし５２のいずれかに記載の装置。
【請求項５４】
　前記ポンプ（Ｋ）は、屈曲中空路の形状に設計されており、少なくとも１つの周壁が、
前記ポンプ（Ｋ）の長手方向に位置する一対の面の一区域によって少なくとも部分的に形
成されており、前記一対の面は、互いにα＝０～１２０°の角度で配置されて、その角度
がα＞０°である場合には、それは、前記ポンプ（Ｋ）の中央断面領域の遠位側に位置す
るそれらの面の接続縁に配置されている
　請求項１ないし５３のいずれかに記載の装置。
【請求項５５】
　当該チャンバの長さは、道路との接触によって変形していないタイヤ（Ｐ）の外周の長
さよりも大きい
　請求項１ないし５４のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５６】
　当該チャンバの長さは、道路との接触によって変形していないタイヤの外周の長さより
も小さい
　請求項１ないし５５のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５７】
　当該チャンバの両端部は、互いに隣接しているか、または、その両端部は、タイヤの外
周の長さの１０％よりも、互いに近接している
　請求項１ないし５６のいずれかに記載のチャンバ。
【請求項５８】
　請求項１ないし５７のいずれかに記載の装置を少なくとも１つ備えた
　ことを特徴とするタイヤ、および／またはインナチューブ、および／またはリム、およ
び／またはタイヤに隣接した付帯構造物、および／または車輪、および／またはチャンバ
、および／または再膨張装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバを含むものであり、それは、タ
イヤの一部を構成するか、またはタイヤウォールに隣接して配置されて、一端でタイヤ内
部に接続されるとともに、他端で周囲環境に接続される。
【背景技術】
【０００２】
　技術的実践から、タイヤ内の圧力の調整を、その作動中に可能とする様々なソリューシ
ョンが知られている。それらとして、例えば、外部の圧力源に接続された吸気口を備えた
タイヤが挙げられる。このソリューションの２つの欠点は、その取得コストが多大である
ことと、装置全体の全般的な複雑さである。
【０００３】
　また、自己膨張タイヤを利用することもできる。参考となる自己膨張タイヤは、特許文
献１および特許文献２に記載されている。吸気チャンバは、タイヤウォールに直接配置さ
れるか、またはタイヤウォールに隣接している。チャンバは、タイヤのこれを横切る転が
り変形によって、周期的に、完全に圧縮または遮断され、このとき、チャンバの圧縮がチ
ャンバの零断面まで進むと、チャンバ内に収容された媒質が前に押し進められるとともに
、後ろに真空が形成される。チューブ型であるチャンバは、タイヤウォールに直接配置さ
れるか、またはタイヤウォールに隣接して配置されて、そこで蠕動ポンプとして機能する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】チェコ共和国特許出願公開第２００２－１３６４号明細書
【特許文献２】チェコ共和国特許出願公開第２００１－４４５１号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　既存のソリューションの欠点は、タイヤ圧調整用の形状記憶を備えた本チャンバによっ
て解決されており、これは、一端で媒質吐出点に接続されるとともに、他端で媒質源に接
続されており、このとき、チャンバおよび／またはそのキャリアの壁の少なくとも一部を
横切って、ファイバが０．０１～５０ｍｍの相互距離で設けられる。
【０００６】
　好ましい実施形態では、ファイバは、チャンバの壁同士を連結、および／もしくはチャ
ンバ壁をチャンバキャリアに連結し、さらに／または、ファイバは、チャンバキャリアお
よび／もしくはタイヤに取り付けられる。
【０００７】
　使用される媒質の吐出点および／または供給源は、タイヤの内部空間、ならびに／また
はタイヤの外部環境、ならびに／またはリザーバ、ならびに／またはインナチューブ、な
らびに／または弁および／もしくはレギュレータの内部である。媒質は、空気、窒素、他
のガス、または混合ガスとすることができる。
【０００８】
　他の好ましい実施形態では、ファイバは、チャンバの相対する壁に相互接続している。
これらのファイバは、チャンバの内径上の壁をチャンバの外径上の壁に接続し得る。これ
らのファイバは、互いに平行とすることができ、またはパターンおよび／もしくは多角形
パターンを形成してよく、さらに／または、それらは交差するか、もしくは斜めであって
よい。また、ファイバは、波状および／もしくは弾性であってもよい。
【０００９】
　他の好ましい実施形態では、チャンバキャリアは、タイヤおよび／またはそのインナチ
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ューブおよび／または付帯構造物である。このチャンバは、ファイバによってキャリアに
接続することができる。ファイバは、好ましくは、チャンバのブリッジの一部、および／
またはタイヤの一部、および／またはインナチューブの一部、および／またはタイヤの変
形荷重がチャンバにかかる影響以外でチャンバがつぶれることを防ぐ付帯構造物の一部、
を構成する。
【００１０】
　実際のチャンバ自体の下に、および／またはチャンバの一部として、チャンバが下から
のインナチューブからの有効圧力によって閉じることを防ぐベルトが設けられる。また、
ベルトは、好ましくは、やはりファイバを含んでいる。
【００１１】
　さらに、チャンバには、チャンバの両サイドに定着されるブリッジを追加して設けてよ
く、これにより、チャンバを、それが広がらないように保護する。これは、弾性材料で構
成されたインナチューブを有し、それは、その少なくとも一部において、亀裂伝播を食い
止めるためのファイバのパターンで実現されている。チャンバおよび／またはそのキャリ
アは、少なくとも部分的に、亀裂伝播を食い止めるためのグリッドで覆われている。この
ソリューションとして、亀裂伝播を食い止めるように設計されたファイバおよび／または
ファイバパターンで構成された、ブリッジ、ベルト、および／またはグリッドを含んでよ
い。それらのファイバは、織物および／または金属および／またはプラスチックおよび／
または天然繊維および／または合成繊維および／またはナノファイバであってよい。チャ
ンバは、好ましくは、チャンバおよび／またはそのキャリアの膨張を可能とするために、
波状および／または弾性のファイバによって接続される。
【００１２】
　チャンバは、好ましくは、少なくとも部分的に、別の材料の層によってタイヤ材料から
分離された領域かつ／または独自の着脱ユニット内に分離して維持された領域に配置され
る。別の材料の層は、ファイバ、ファブリック、および／またはフィルム、および／また
は他の形態のセパレータで構成してよい。このソリューションは、車両および／または他
の機械および／または定置式の装置を含めた装置の、車輪用に設計されている。
【００１３】
　他の好ましい実施形態では、インナチューブは、ファイバを備える。それらのファイバ
は、平行および／もしくは斜めおよび／もしくは波状および／もしくは弾性であってよく
、かつ／またはパターンおよび／もしくは多角形を形成してよい。
【００１４】
　インナチューブは、好ましくは、本発明によるチャンバおよび／または再膨張装置およ
び／または他の装置に接続される。インナチューブは、好ましくは、非弾性および／また
は非弾力性および／または塑性の材料で構成されて、先行する請求項のいずれかに記載の
チャンバおよび／または再膨張装置および／または他の装置に接続される。
【００１５】
　また、インナチューブには、インナチューブの内部を周囲環境から気密シールすること
に加えて、さらに、インナチューブと、タイヤおよびリムによって形成される空洞との間
の空間を周囲環境から気密シールする弁が追加して設けられる。
【００１６】
　弁、リム、タイヤ、および／または車輪の他の部分に、インナチューブとタイヤおよび
リムとの間の空間の通気を可能とする出口が設けられる。
【００１７】
　インナチューブは、先行する請求項のいずれかに記載のチャンバおよび／または再膨張
装置および／または他の装置に接続することができる。
【００１８】
　他のソリューションは、タイヤ材料から機械的に分離された領域に配置されたチャンバ
を用いることである。チャンバが配置された部分は、亀裂伝播を食い止めるための仕切り
によってタイヤ材料から分離されている。チャンバの部分は、タイヤ材料から物理的に分
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離されるか、またはビードに隣接したタイヤウォール内側の、分離区域に配置されてよい
。また、それは、タイヤウォールと、リム、ハブキャップ、またはリムもしくはハブキャ
ップに装着されたサポートからなるセットのうちの少なくとも１つのアイテムと、の間に
挿入された付帯構造物内に配置されてもよい。チャンバが配置される付帯構造物は、好ま
しくは、リムまたはハブキャップまたはタイヤウォールのいずれかに装着されている。チ
ャンバが配置される付帯構造物の形状は、一方の側でタイヤウォールに対してより密接に
接続するように構成することができる一方、他方の側でリムに対して密接に接続するよう
に寸法構成される。
【００１９】
　他の実施形態では、チャンバは、少なくとも１つのレギュレータと少なくとも１つの弁
を備える一方、チャンバＫは、２つの端部を有し、これら２つの端部を、少なくとも１つ
のレギュレータによって閉止可能であるとともに、それらの端部の間に弁が配置される。
【００２０】
　チャンバは、好ましくは、相対する両端部に、媒質吐出点への少なくとも２つの閉止可
能な入口を有して、これらの間に、媒質源への少なくとも１つの入口を有するか、または
、チャンバは、相対する両端部に、媒質源への少なくとも２つの閉止可能な入口を有して
、これらの間に、媒質吐出点への少なくとも１つの入口を有する。
【００２１】
　媒質吐出点への入口は、好ましくは、少なくとも１つの弁を備える一方、媒質源への入
口は、少なくとも１つの弁を備える。
【００２２】
　その弁は、好ましくは、一方弁、二方弁、多方弁、閉止要素、電子制御要素、電子制御
弁、ゲート弁、基準圧力を有する要素、スプリング、ダイヤフラム、を含む群から選択さ
れた要素の少なくとも１つを備え、さらに／または、それらの要素の少なくとも１つを収
容している。
【００２３】
　レギュレータは、一方弁、二方弁、多方弁、閉止要素、電子制御要素、電子制御弁、ゲ
ート弁、基準圧力を有する要素、スプリング、ダイヤフラム、を含む群から選択された要
素で少なくとも構成されてよく、さらに／または、それらの要素の少なくとも１つを収容
している。少なくとも１つの弁を備えた少なくとも１つのレギュレータは、双方向作動に
必要な要素を備える。
【００２４】
　チャンバおよび／または装置および／またはインナチューブは、好ましくは、タイヤウ
ォールのそのビードに隣接した領域に配置される。
【００２５】
　チャンバは、タイヤウォールと、リム、ハブキャップ、またはリムもしくはハブキャッ
プもしくはインナチューブに装着されたサポートからなるセットのうちの少なくとも１つ
のアイテムと、の間に挿入された付帯構造物内に配置されてよい。ポンプの入口および／
または出口には、最小規定容量を有する区域が設けられている。
【００２６】
　ポンプは、好ましくは、三方弁を備え、これは、ポンプへの供給源の入口およびポンプ
の吐出点の入口を有し、１つの入口には弁を備え、次の入口はポンプに直接接続されてお
り、最後の入口は閉止要素と相互接続されている。ポンプの内壁には、リングを装着して
よく、これにより、タイヤの回転軸からのその外側の距離を、タイヤの回転軸からのポン
プの下側部分の距離の１～１．１倍に等しくしている。
【００２７】
　ポンプは、好ましくは、屈曲中空路の形状であって、少なくとも１つの周壁が、ポンプ
の長手方向に位置する一対の面の少なくとも一区域によって少なくとも部分的に形成され
ており、一対の面は、互いにα＝０～１２０°の角度で配置されて、その角度がα＞０°
である場合には、それは、ポンプの中央断面領域の遠位側に位置するそれらの面の接続縁
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に配置される。
【００２８】
　チャンバの長さは、好ましくは、地面との接触によって変形していないタイヤ外周の長
さよりも大きい。その好ましい実施形態におけるチャンバの長さは、地面との接触によっ
て変形していないタイヤ外周の長さよりも小さい。
【００２９】
　チャンバの両端部は、互いに隣接していてよく、または、それらは、タイヤ外周の長さ
の１０％よりも、互いに近接していてよい。
【００３０】
　本発明は、さらに、上記で規定された装置の少なくとも１つが装着された、タイヤ、お
よび／またはインナチューブ、および／またはリム、および／またはタイヤに隣接した付
帯構造物、および／または車輪、および／またはチャンバ、および／または再膨張装置に
関する。
【００３１】
　本発明による、タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバの、その具体的な実施形態
について、添付の図面で、さらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１．１】面の上にチャンバが配置されている状態を示す説明図
【図１．２】タイヤの変形を示す説明図
【図１．３】タイヤの変形を示す説明図
【図１．４】タイヤの変形を示す説明図
【図２．１】損傷が生じる点におけるインナチューブ面から選択された矩形を示す説明図
【図２．２】パンクを示す説明図
【図２．３】亀裂伝播を示す説明図
【図２．４】タイヤに適用された調整を示す説明図
【図２．５】ファイバを示す説明図
【図２．６】ファイバを示す説明図
【図３．１】インナチューブおよび弁と共にタイヤを示す説明図
【図３．２】インナチューブが膨張している状態を示す説明図
【図３．３】インナチューブが膨張しタイヤの全体積を占めている状態を示す説明図
【図３．４】最終位置に挿入されつつある弁を示す説明図
【図３．５】最終状態を示す説明図
【図４．１】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．２】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．３】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．４】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．５】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．６】供給源からの再膨張を示す説明図
【図４．７】一体型弁を示す説明図
【図４．８】一体型弁を示す説明図
【図４．９】一体型弁を示す説明図
【図５．０】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．１】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．２】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．３】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．４】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．５】弁が機能しているところを示す説明図
【図５．６】その具体的な実施形態を示す説明図
【図６．０ａ】インナチューブを備えた通常の車用タイヤを示す説明図
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【図６．０ｂ】インナチューブを備えた通常の車用タイヤを示す説明図
【図６．１ａ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図６．１ｂ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図６．２ａ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図６．２ｂ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図６．３ａ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図６．３ｂ】その内部にリングを有するタイヤの設計を示す説明図
【図７ａ】分離部分を示を示す説明図
【図７ｂ】分離部分を示を示す説明図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明について、個別の例を用いて、例示的にさらに説明する。
【００３４】
　例１
　タイヤＰの圧力を調整するための形状記憶を備えたチャンバＫは、タイヤＰの一部を構
成するか、またはタイヤＰのウォールに隣接しており、一端でタイヤＰの内部に接続され
るとともに、他端で外部環境Ｏに接続されており、屈曲中空路の形状をしている。
【００３５】
　形状記憶を備えた蠕動チャンバＫがタイヤＰに接続されて、これが、タイヤＰの軸に向
かって圧縮される場合、チャンバＫの上壁と下壁との相互の接触によって、チャンバＫは
閉じる。上壁と下壁は、異なる半径に位置するので、これらは異なる周長を有する。例え
ば、チャンバＫが１ｍｍの高さを有し、タイヤＰの全周を取り囲んでいる場合、上壁と下
壁の長さの差は、２×π×１ｍｍ、すなわち６．２８ｍｍとなる。従って、１回転ごとに
、上壁と下壁との間で６．２８ｍｍ程度の剪断が生じる。この剪断によって、摩擦が生じ
ることにより、チャンバＫの壁が破壊されるとともに、熱も発生する。
【００３６】
　タイヤの一部を構成するか、またはタイヤウォールに隣接している、タイヤＰの圧力調
整用の形状記憶を備えたチャンバＫであって、本発明により、一端でタイヤの内部または
チャンバＫの吐出点に接続されるとともに、他端で外部環境Ｏまたはチャンバへの供給源
に接続されているチャンバによって、上記の欠点は大部分解消される。定着用ファイバが
、例えば、０．５ｍｍの径間で、チャンバＫを横切って誘導される場合には、剪断は、こ
れらのファイバ間でのみ蓄積し、それらの後ろに伝わることはない。そこで、剪断は、チ
ャンバＫの全長に沿って均等に分散される。また、剪断の可能性のある最大量も減少する
。ファイバは、チャンバＫの相対する壁またはそれに接続された構成要素に対して定着さ
せることができる。例えば、チャンバの下壁と上壁をまとめて固定するようにチャンバＫ
に巻き付けてよく、またはチャンバの１つの壁に交差するとともに周囲の材料に定着され
るように設計されてよい。それらのファイバは、その長さおよび／またはその数の一部に
おいてのみ、上記の構成要素に接続されることができ、その場合、その長さの他の部分で
は、本明細書に記載されていない他の要素に接続されることができる。
【００３７】
　例２
　図１．１では、例えば、タイヤＰのインナチューブまたはタイヤＰの実際の層の１つま
たは車輪に配置される完全に他の部分であり得る面ＳＰの上に、チャンバＫを配置してい
る。この場合、チャンバは、追加の層で覆われてよく、例えば、層ＳＰが、実際にはタイ
ヤＰの層であって、その上にチャンバＫがタイヤの他の層と共にある場合には、タイヤＰ
の外観は、通常のタイヤの外観と異なる必要はない。上からの画像で見ることができるチ
ャンバＫは、中空管の形状をしており、すなわち、その内部は見えない。
【００３８】
　図１．１では、ファイバが、チャンバＫを横切って誘導されて、それと層ＳＰの両方に
接続されている。図１．２では、チャンバＫの位置が、タイヤの変形による影響を受けて



(12) JP 2017-520450 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

、変形が左からチャンバＫに達してチャンバ壁を変形させるとともに前方に押し出すこと
による結果として、左から右の方向にファイバＶＬが広がっている。図１．３および１．
４では、既に、変形が先に進んで、左側のファイバは再調整されつつある。変形は、ファ
イバが許す範囲を越えて蓄積することはない。さもなければ、例えば、変形は、１回転の
全周期にわたって蓄積する可能性があり、そして１回転ごとに１回のみ、ある１点におい
てチャンバＫの上壁が相対するチャンバＫの下壁に対して剪断する形で、変形が解放され
るということが起こり得る。これによって、その場所が弱くなり、その後の回転中にも、
その場所が当然の剪断の候補となり、この傾向は、回転ごとに強まって、その場所は急速
に破壊されることになる。ところが、ファイバＶＬによって、この破壊の可能性は、チャ
ンバＫのより多くの部分または全長にわたって分散される。本例は、蠕動ポンプを用いる
ことにより実現されるソリューションについて記載しているが、同様に、ポンプの相対す
る壁が互いに接触するような他のポンプにも適用可能であり、例えばダイヤフラムポンプ
に適用可能である。
【００３９】
　例３
　既定では、タイヤのインナチューブは弾性材料で製造される。図２．１は、例えばパン
クによって損傷が生じる点におけるインナチューブ面から選択された矩形を示している。
図２．２では、インナチューブにおけるパンクを、ドットと共に十字で印している。イン
ナチューブは弾性材料で構成されるとともに、その内部の圧力が高いので、パンクは亀裂
の形で広がり、これによって、略即時に破裂が生じて、インナチューブ内の圧力は失われ
る。これを図２．３に手書きの灰色線として示しており、亀裂は、矩形を横切るとともに
、場合によっては、その裏側にさえ及んで、インナチューブの表面を通って伝播する。と
ころが、これは、図２．４に示すようにインナチューブの調整が実現されると、阻止する
ことができる。図２．４では、インナチューブは、亀裂が広がらないようにするファブリ
ックまたは他のグリッドが装着されている。これにより、亀裂の長さは、グリッドの最も
近いファイバまでしか達しない。これは、特に、インナチューブから抜ける空気を補って
徐々に再膨張する再膨張タイヤと組み合わせると効果的なソリューションであり、実際の
インナチューブが、蠕動型または他のタイプのポンプのためのキャリアにも相当する場合
には、膨張したインナチューブは、そのポンプを、その作動位置で支持する。インナチュ
ーブ材料を非弾性材料もしくは亀裂伝播しにくい材料で置き換えるか、または覆うことに
よって、同様の効果を得ることができる。インナチューブ全体か、または例えばトレッド
であるその露出部分のみか、いずれかを覆うことができる。ファイバは、図２．４に示す
ように方形のパターンを有する必要はなく、例えば、三角形または他の種類のパターンを
有することもできる。また、ファイバは、斜めに配置することもでき、これにより、タイ
ヤが充填されるときに、ファイバが互いに離れるように動くので、依然として亀裂の最大
長を確保および規定しつつ、インナチューブが伸延し得ることが保証される。また、ファ
イバは、図２．５に示すように波状であってもよく、これにより、図２．６に示すように
インナチューブが伸延することが可能となって、このとき、ファイバはわずかに再適応し
て、それらの間の間隔は増加するが、ファイバは依然として（それらの間で）最大亀裂長
を規定する。また、ファイバは、例えば衣服に使用される弾性バンドに用いられるような
織物材料とゴム材料との組み合わせから製造されてもよく、それは、弾性であるが、規定
の最大長を有し、この規定の長さで延伸が終わる。これらのゴムバンドは、例えば、糸で
螺旋状に編組されており、所定の長さを有する。
【００４０】
　また、インナチューブは、非弾性または塑性の材料で構成されてもよく、これにより、
不透過性の織物、箔、カーボン、および他の類似のタイプの製品のように、その不可欠な
不透過性を確保する。これにより、急速な空気抜けを防止するか、または、例えばカーボ
ンを使用する場合に、これにより、そのパンク耐性を向上させる。この場合、この種のイ
ンナチューブは、効果的に、タイヤを再膨張させるためのポンプを構成し得る。
【００４１】
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　例４
　既定では、チューブタイヤＰのインナチューブＤは、その外部環境Ｏから弁によって分
離されている一方で、タイヤＰとインナチューブＤとの間の空間は、その周囲から気密に
分離されていない。インナチューブＤがパンクした場合には、インナチューブＤからの空
気がタイヤＰ内に直ちに抜け出て、その後、弁Ｖの周辺でタイヤ／リム組立体から抜け出
る。この瞬時の空気抜けは、極めて危険であり、チューブタイヤの大きな欠点の１つとな
っている。通常通りにそれ自体で気密性を確保するインナチューブＤを有するものの、追
加的に、実際のタイヤＰ自体が、その外部環境Ｏから気密に分離されているタイヤＰを構
築することが可能である。これは、特に、インナチューブＤが主として再膨張装置のキャ
リアとして機能する自己膨張タイヤＰに対して意味を持ち、何らかの欠陥が生じた場合で
も、この組み合わせであれば、急速な空気抜けに対してチューブレスタイヤＰと同程度の
耐性を有する。
【００４２】
　これは、以下のようにして実現される。インナチューブＤに、弁Ｖを装着し、これによ
り、インナチューブＤの内部を封止することに加えて、さらに、インナチューブＤと、タ
イヤＰおよびリムによって形成される空洞と、の間の空間を、その周囲から気密に分離す
る。このようにして、弁Ｖは、最新のチューブレスタイヤの通常の弁と同様の封止機能を
有する。
【００４３】
　弁Ｖは、インナチューブＤがその適切な位置となってタイヤＰの全体積を満たすことが
できるような、インナチューブＤの必要程度の膨張を阻み、これにより、タイヤＰから空
気を押し出す可能性を阻むことになるので、弁または車輪組立体は、インナチューブＤと
タイヤＰおよびリムとの間の空間の通気を可能とする出口を備えていなければならない。
この通気の後に、出口が閉止されることで、タイヤＰからのさらなる空気漏れは阻止され
る。タイヤＰとインナチューブＤとの間の空間からの通気が開始するまでは、このように
出口を閉止することにより、タイヤＰの内部は外部環境Ｏから気密シールされない。
【００４４】
　本発明による弁は、リムにおけるその位置に強制的に引き込まれなければならないプラ
グ型の最新のチューブレスバルブと同様の形状を有し得る。弁Ｖ本体が最終的に定位置に
装着される前に、例えば、弁Ｖの脇に漏れがあるか、またはリムと弁Ｖ本体との間に空気
が抜け出ることができる別の隙間があれば、インナチューブＤを膨張させている間に、そ
の隙間を通してタイヤＰも通気される。インナチューブＤをタイヤＰと同じ全体積に膨張
させ、インナチューブＤとタイヤＰとの間から空気を押し出した後に、インナチューブＤ
は自身の圧力によって、弁Ｖをリムにおけるその最終位置に挿入させて、これにより、シ
ステム全体を封止することができる。また、弁は、手動的もしくは機械的に、その最終位
置に装着することもでき、または弁を、チューブレスバルブの場合に現在用いられている
のと同様にして、ガスケットとナットで、リムに対して封止することができる。また、後
に封止される追加の隙間または出口を通して、タイヤとリムとの間の空間を通気すること
も可能である。タイヤＰおよびそのビードに対するインナチューブＤの圧力が、ビードを
、リムに対して封止するその適切な位置に嵌め込むことを可能とするのに十分となる瞬間
まで、空気を、例えば、そのビード周辺におけるタイヤＰとリムとの間から押し出すこと
ができる。また、ビードは、例えば、空気が抜け出ることを可能とする隙間または通路を
伴って、リムのサイドに装着されてもよく、その隙間は、ビードがその最終位置に嵌め込
まれた後に消滅して、実際に、それは、もはやタイヤＰとインナチューブＤとの間の空洞
をその周囲に接続しなくなる。
【００４５】
　図３．１は、インナチューブＤおよび弁Ｖと共に、タイヤＰを示している。インナチュ
ーブＤは、連続矢印で示すように、弁Ｖを通して膨張させられる一方で、（灰色で印した
）インナチューブＤの周辺の車輪空間からの空気が、点線矢印で示すように、弁Ｖの周辺
から大気中に押し出される。図３．２は、破線矢印で示すように、インナチューブＤの膨
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張を例示しており、このとき、弁Ｖはリムに当接しているが、その壁には、点線矢印で示
すように、インナチューブＤとタイヤＰおよびリムＲとの間の空間から継続的に通気させ
る通路が設けられている。図３．３では、インナチューブＤは、実際の弁Ｖの周辺に位置
するわずかな領域を除いて、既にタイヤＰの略全体積を占めており、インナチューブＤの
圧力は増加して、弁Ｖを、（図３．４に示す）その最終位置に挿入されるまで押し込み、
この時点では、タイヤＰとインナチューブＤとの間の残留空気は、最小限量のみであるか
、または存在しない。タイヤＰが、その作動圧力に再膨張された後に、システムは、図３
．５に示す状態に安定化する。インナチューブＤに何らかの緊急破壊が生じた場合には、
インナチューブＤ内の空気は、タイヤＰとリムＲとインナチューブＤの弁とで閉ざされた
領域内にのみ抜け出る。このソリューションは、インナチューブが、特に、例えば蠕動ポ
ンプであるポンプ装置のキャリア、または機械装置を駆動するために利用される圧縮空気
の供給源のキャリアとなるように、タイヤもしくはチューブレスタイヤに供給される場合
に、効果的である。本例は、インナチューブから押し出された空気が弁の周辺で抜け出る
ことによるソリューションについて記載しているが、同様かつ効果的に、必要量の空気を
供給した後に組立体が再封止されるのであれば、空気が他の点を通して車輪組立体から抜
け出るものであってよい。
【００４６】
　例５
　本出願人は、内部循環または外部循環によってチャンバの逃がしを確保しつつ、タイヤ
の回転の両方向に膨張を可能とする新たなソリューションについて、本発明において追加
して記載し、これによれば、膨張の最中を除いて、空気は、閉じたチャンバを通してのみ
移送されるか、または、例えばタイヤ、リザーバ、もしくはタイヤの外部環境である取り
出した場所に戻される。このようなソリューションを、図４．１～４．６に示しており、
図４．１は、例えばタイヤの外部環境である供給源からの、蠕動ポンプ、およびダイヤフ
ラムＢを備えた右側レギュレータを介した、再膨張を示しており、この場合は、ダイヤフ
ラムを備えた基準空間によって形成されているが、電子的もしくは機械的なもの、または
ベーン、ブレード、スプリングを用いるものなど、異なるタイプのものとすることもでき
、原理的には、この場合にはタイヤであるポンプ吐出点への特定の入口を通る空気の流れ
を阻止または減速する任意の手段とすることができる。ポンプの吐出点であるタイヤが膨
張不足である場合には、レギュレータＡのダイヤフラムは、入口を閉止し、ポンプ内に真
空が形成されて、これにより、左側入口弁ＬＶＶを開いて、チャンバ内への空気の吸い込
みを開始し、そして、その空気を、ダイヤフラムＢの周辺で、破線矢印で示すようにポン
プ吐出点すなわちタイヤに押し出す。ダイヤフラムＡとダイヤフラムＢは、ともにタイヤ
内の圧力不足に応じるため、両方ともに突出しようとするが、しかし、ダイヤフラムＢは
、チャンバから流れる空気によって動かされる。レギュレータが、流れる空気によって動
かされない要素を含む場合には、それに隣接して別個の一方弁を組み込むことが可能であ
り、これにより、ポンプからのその空気をタイヤに放出する。この種の一方弁は、レギュ
レータの各々に対して、またはチャンバからタイヤへの各入口に対して、設置することが
できる。図４．２は、タイヤが適切に膨張した場合の状況を示している。それらのレギュ
レータのダイヤフラムは退避して、空気は、破線矢印で示す方向に循環する。図４．３お
よび４．４は、同じ状況を示しているが、車輪が反対方向に回転していることによって、
空気流の方向も逆転しており、その結果、図４．１および４．２と比較して、個々の要素
は逆の関係となっている。図４．５および４．６は、１つのレギュレータへの、それらの
単一化を示しており、本例では１つのダイヤフラムを備えたものであるが、２つ以上のダ
イヤフラムを備えたレギュレータによって同様の機能を果たすこともできる。図４．５に
示すタイヤは、膨張不足であって、ダイヤフラムが突出しており、これにより、チャンバ
への左側入口が閉じている。同時に、ダイヤフラムは、チャンバからの左側出口から流出
する空気によって脇に押しやられており、このとき、空気はタイヤ内に流入している。右
側に真空が形成されており、これにより右側入口弁ＰＶＶが開き、そして、タイヤが再膨
張してダイヤフラムがレギュレータ内に退避するまでの、ポンプへの供給源からの空気の
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吸い込みが開始する。図示のレギュレータは、必ずしもダイヤフラムレギュレータではな
く、ブレードによるもの、電子的なもの、ベーン、スプリング、または他の機械装置であ
ってよい。入口弁ＰＶＶとＬＶＶは統合して、１つの入口弁ＪＶＶとすることができ、こ
れにより、それらの一方を置き換えるか、または回路における他のいずれかの場所に配置
してよい。このような状況を、図４．７～４．９に示している。
【００４７】
　図４．７では、弁ＪＶＶは、弁ＬＶＶとＰＶＶの元の位置の間の場所に配置されている
。さらに図示しているのは、灰色の印で示すチャンバＫの変形であり、これにより、チャ
ンバは、６つの異なる点で次々に遮断される。実際には、これは、点線矢印の方向に沿っ
て、この遮断がこれらの位置の間を進行するという条件で、連続して６回発生するチャン
バの一続きの遮断を表している。変形の始点をＺＤとして示しており、その終点をＫＤと
して示している。ポンプの吐出点（本例ではタイヤであるが、他のリザーバおよび他の吐
出点とすることもできる）が収縮して、レギュレータのダイヤフラムが、チャンバＫへの
右側入口を閉じる。
【００４８】
　図４．８は、変形が点線矢印に沿って点ＺＤから灰色印の点に移行した状況を示してい
る。チャンバＫに閉じ込められた、本例では空気であるガスは、元々はレギュレータのダ
イヤフラムと点ＺＤとの間からのものが、このときは、灰色印の点まで広がっており、そ
の圧力は低下して、そこでは、ポンプへの供給源の圧力よりも低い圧力で真空が形成され
ている。本例では、外部環境の圧力は、１気圧を表すＯである。同時に、点ＺＤと現在の
印位置との間の領域に元々存在していた空気は、点線矢印の方向に、チャンバＫの左側部
分まで、さらにはレギュレータＲの周辺でタイヤまで、供給されている。
【００４９】
　図４．９では、変形の印は、既に、弁ＪＶＶの接続点の裏のチャンバを通過して移行し
ており、そこで、チャンバのこの部分に形成された真空に接しており、弁ＪＶＶは開いて
いて、この部分の圧力は、ポンプへの供給源の圧力と均等にされている。
【００５０】
　図５．０では、変形は、点ＫＤまで移行し、チャンバ内では、その左側へと空気がさら
に圧縮されて、タイヤに供給される一方、変形よりも右側のチャンバ内では、弁ＪＶＶを
介した空気の吸い込みが引き続き行われている。その後、変形がチャンバから退去すると
、図５．１に示すように、チャンバＫを遮断する印はなく、弁ＪＶＶは閉じて、点線矢印
で示すように、レギュレータＲのダイヤフラムの周辺でチャンバＫへと、タイヤ圧がチャ
ンバ全体を満たす。タイヤ内およびチャンバ内の空気量は、図４．９～５．０に示すよう
に周囲から吸い込まれた量に応じて増加している。
【００５１】
　別の可能性は、変形が点ＫＤでチャンバから退去する前に、図５．２に示すように、例
えば点ＺＤである他の領域で、この変形がチャンバＫに再び影響を及ぼすことである。こ
の瞬間まで、弁ＪＶＶを介した空気の吸い込み、およびタイヤへのその供給は、点線矢印
で示すように、レギュレータによって行われている。点ＫＤでの変形の終点から、弁ＪＶ
Ｖは閉じて、圧力は、灰色印で示す変形に向かって均等化される。タイヤからチャンバへ
の圧力の均等化を、レギュレータＲにおける点線矢印で示している。同時に、変形の他方
の側で、レギュレータＲのダイヤフラムで閉じられたチャンバの端に向かって、元の真空
が依然として残っていることで、この領域は、再び通気される必要がなく、このポンプは
、図５．１に示すポンプよりも高い効果を有する。
【００５２】
　図５．５では、変形が既に移行しており、引き続き新たなサイクルによって、タイヤ内
の空気の圧縮が継続する。
【００５３】
　また、弁ＪＶＶは、これらの例で示すものとは異なる配置にされてもよく、例えば、変
形する領域を通るチャンバに直接接続される必要はなく、レギュレータのより近く、また
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はレギュレータの一方もしくは両方の一部のより近く、とすることもできる。条件に応じ
て、変形の方向またはその反対方向に、チャンバの出口の１つに隣接して配置されたとき
に、それでもタイヤの回転方向にかかわらず再膨張が依然として機能するという効果が得
られるように、実施形態を選択することができる。
【００５４】
　弁は、一方向のものとして示しているが、必要な機能を備える任意のタイプのものとす
ることができ、例えば、二方弁、制御弁、多方弁、閉止要素、電子制御要素、電子制御弁
、ゲート弁、基準圧力を有する要素、スプリング、ダイヤフラム、とすることができる。
【００５５】
　同様に、レギュレータも、任意の類似の装置を含み得る。
【００５６】
　また、ポンプの双方向作動を確保するために、ポンプ圧送される空気によって動かされ
るボール、フラップ、またはスライドと共に、単純な弁を使用することも可能であり、こ
れにより、不要な方向を閉じるとともに、所望の空気流方向を開く。このタイプの弁を図
５．６に示している。例えば、蠕動ポンプによって生成される力は、回転するタイヤにお
いてでも、要素をシフトさせて所要の位置に維持するのに十分である、図面における矢印
は、ポンプ圧送される空気がどのように特定の要素に作用するのかを、さらには、それに
よって空気がどのようにして所要の方向にリダイレクトされるのか、ならびに、ポンプ圧
送が、すなわち例えば典型的な一方向ポンプまたは内部循環もしくは外部循環を伴うもの
などのいずれかである蠕動ポンプへの入力または出力、さらには他のポンプへの入力また
は出力が、どのように確保されるのか、を示している。
【００５７】
　例６
　他のソリューションは、圧力解放弁を使用することである。また、タイヤから空気を放
出するために任意のポンプおよび蠕動チャンバを用いることも可能であり、この場合、タ
イヤから圧力解放弁の方向に空気をポンプ送出することができる。圧力解放弁は、例えば
１０気圧の圧力でオフに切り替わって、これにより空気を放出するように設定することが
できる。例えば、最適なタイヤ圧が３気圧であって、これを超えて３．１気圧に達した場
合には、ポンプは、圧力解放弁の方向に空気の圧送を開始する。圧力解放弁に隣接したポ
ンプ内の圧力が１０気圧を超えた瞬間に、弁が開き、これを介してポンプは過剰空気を排
出させる。１０気圧に設定された圧力解放弁は、操作が簡単であるとともに、非常に安全
である。それを開くのは、実際のタイヤ圧ではなく、それは、ポンプによって供給される
正圧に基づいてのみ開く。ポンプは、レギュレータ、ダイヤフラム、または他の手段によ
って制御することができ、それは、一方向であっても、または双方向であってもよく、さ
らに、内部循環もしくは外部循環を有するか、または他の任意の蠕動ポンプもしくは他の
タイプのポンプであってよい。
【００５８】
　例７
　本発明は、さらに、インナチューブのブリッジに関する。以下の図６．０ａおよび６．
０ｂは、通常のチューブ入りの車用タイヤを示している。トレッドの下に形成されたチャ
ンバＫがある場合には、トレッドは、そのキャンバの一部を失い、つぶれ始めることがあ
る。これを図６．０ｂに示しており、この場合、タイヤ圧は、チャンバＫが配置されてい
るトレッドを除いて、そのウォールのすべてに対して内側から作用している。タイヤウォ
ールに対する圧力によって、これらのサイドは引き離される一方で、トレッドが引き下げ
られることによって、チャンバＫは不測に閉じる。これは、以下で記載するソリューショ
ンによって防ぐことができる。
【００５９】
　図６．１ｂでは、本例の自転車において、インナチューブＤ上にチャンバＫが形成され
ている。ところが、これによって、元のタイヤトレッドは、インナチューブＤの支持を失
い、従って、図６．１ｂに示すように、つぶれることになる。このつぶれは、タイヤＰの
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引き下げられて、それと同時に、扁平化するとともに、幅が広がる。この種のつぶれは、
チャンバＫにブリッジを施すことによって回避することができ、それは、チャンバの側部
に定着されることで、チャンバを広がらないように保護する。ブリッジは、アーチ形状を
有してよく、これにより、この場合は、トレッドのアーチ形状も維持される。しかしなが
ら、チャンバは、トレッドに応じて、任意の形状を有することができる。実際のチャンバ
の下には、ベルトが形成されて、これにより、実際のインナチューブＤの圧力によってチ
ャンバＫが下から閉じることを防ぐ。そのベルトによって、チャンバＫの場所にあるイン
ナチューブが、チャンバＫの下側直径以下の大きさの直径を超えないことを保証する。図
６．２ａは、Ｘで印した点で定着された、チャンバ上方のブリッジＷを示しており、ブリ
ッジ上方に、完全なアーチ状のヴォールトがトレッドの下に形成されている。これまでの
ところ、チャンバＫは、道路によって引き起こされる変形の箇所を考慮することなく示さ
れており、チャンバは開いている。図６．２ｂでは、チャンバは、道路との接触によって
矢印の方向に変形して、この変形によって、トレッドおよびキャンバがチャンバＫの内部
に向かって変形することにより、チャンバＫは所望通りに閉じる。
【００６０】
　例８
　タイヤウォール内の蠕動チャンバは、タイヤの使用寿命を脅かす亀裂の発生源および伝
播源となる可能性がある。そのソリューションは、タイヤＰの構造体から物理的に分離さ
れた部分にチャンバＫを形成することである。この分離によって、この場合、亀裂は食い
止められる。これを図７ａに示している。他のソリューションは、タイヤに接続した部分
にチャンバＫを形成することであり、ただし、織物壁、箔、または他のバリア材のような
、亀裂伝播を防ぐバリアを部分間に挿入して、これにより、亀裂の進路を変えるか、また
は亀裂を食い止める。これを図７ｂに示している。
【００６１】
　これらの例は、車両タイヤを用いて説明しているが、それらの利点は、リフトのような
定置機械、タイヤにベルトを張り渡したコンベアベルトなど、空気入りタイヤを使用する
あらゆる機械において有効であり得る。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明による、タイヤ圧調整用の形状記憶を備えたチャンバは、乗用車および実用車の
両方のための、新規のタイヤの製造ならびに既存のタイヤの調整に適用される。
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